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FMのチカラ       イノベーション経営を支えるファシリティマネジメント  ● 調 査研 究 部会講 演

BIM・FM研究部会

FM の PDCA サイクルと問題設定

　FM は経営戦略に基づいて策定された FM 戦略・計

画を、PDCA サイクルを通して継続的にファシリティを

改善するものである。FM 戦略・計画を策定・立案す

るにはファシリティの現状を正しく把握し、適切な課題

抽出と、あるべき姿に至る方法と手順を設定する必要

がある。このような FM の問題設定には、建物データ

の参照と活用が必須であると言える。

BIM の考え方と FM のデータとの関係

　BIM モデルは「コンピュータ上に作成した 3 次元の

形状情報に加え，室等の名称・面積，材料・部材の仕様・

性能，仕上げ等，建築物の属性情報を併せ持つ建物

情報モデル」とされ、建物を形状だけでなく、さまざ

まな特徴をデータとして統合する。BIM モデルを作成

する際は、建物を捉える視点と持たせる情報の検討が

重要となる。BIM モデルを設計・施工のみで共有・利

用するのではなく、竣工後の建物運営でも活用してい

くためには、FM の視点から建物情報を決定し、建設

時に BIM モデルに格納する。これにより、竣工後の建

物運用だけでなく、設計・施工時にその建物を FM の

視点から評価・分析することも可能となる。

BIM の現状

　BIM は FM にとっても有効である。国土交通省は

Socity5.0 の実現を目指して、2019 年に「建築 BIM

推進会議」を設置し、建物のライフサイクルにわたる

BIM 活用を推進している。JFMA も維持管理・発注者

関係団体として参加している。2025 年度から BIM を

活用した確認申請の試行が始まるなど、建物の生産段

階での BIM 活用が進んでいるが、運用段階での BIM

活用は試行の域を出ていないのが現状である。

BIM が FM でさらに活用されるための課題

　これまで FM での BIM 活用は、主として設計・施

工の延長としての維持管理（日常点検、劣化診断、ク

レーム対応等）を中心としていた。今後 FM におけ

る BIM の活用を拡大していくためには、建物運営に

おけるファシリティコストの最適化やファシリティを使っ

た事業拡大に寄与する建物情報が BIM モデルを介

して容易に活用できる情報環境を実現する必要がある。

そのためには建物オーナーの視点から必要となる建物

情報を BIM モデルに付加していくことが、課題となる。

BIM・FM 研究部会では、このような視点から、FM の

視点による BIM モデルのあり方や属性データのテンプ

レートの検討・作成・提案を引き続き行っていく予定

でいる。◀
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図表2　BIMがFMで活用されるための課題図表1　FMのデータとBIMのデータ


